
    

資料２ 

 

市民の意見を施策に反映する方策について考えるワークショップ 

 

★目的 １ 委員間のコミュニケーションを図る 

 

    ２ 行政の視点だけでなく、市民目線での「市民満足度」や「市民認知度」

などを計るため、市民の意見を施策に反映する方法を検討する。 

 

 

 

・結婚・妊娠・出産・子育て等の各ステージの負担・悩み・不安等を解消する

切れ目ない支援につなげるために・・・ 

・市民の視点を取り入れることで、子どもを産み育てやすい、住み続けたいま

ちになり、少子化対策・人口減少対策につなげるために・・・ 

     

 

 

まずは、自己紹介から 

 

① 利用している(いた)サービスは？   困っている(いた)ことは？ 

 

 

② あってよかったサービスは？     あったらいいなと思うサービスは？ 

 

  

 

 

③ ①②で出し合った意見などを、それぞれのステージで広く市民から 

集める方法は？ 

 

 

 

＜約束＞ 

○人の意見を否定しない 

○みんなが話せる時間配分を 

 



区分 所属 氏名

市民
放課後児童健全育成事
業(学童保育)を利用し
ている児童の保護者

木下
キノシタ

　和子
カズコ

中井保育幼稚園課長

保護者
茨木公立保育所保護者
会連絡会 中村

ナカムラ

　泰
ヤス

隆
タカ

松本こども政策課長

保護者
茨木市私立保育園保護
者 山下

ヤマシタ

　久枝
ヒサエ

保護者
茨木市私立幼稚園保護
者 慎

シン

　美香
ミカ

子ども・子
育て支援に
従事する者

茨木市私立保育園連盟 三角
ミスミ

　和義
カズヨシ

市民 木下
キノシタ

　栄一
エイイチ 岡こども育成部次長

兼
子育て支援課長

市民
就学後から18歳未満の
子どもの保護者 古

コ

座
ザ

岩
イワ

　明子
アキコ

西川保育幼稚園課長参事

保護者 つどいの広場利用者 明石
アカシ

　典子
ノリコ

子ども・子
育て支援に
従事する者

茨木つどい連絡協議会 山本
ヤマモト

　いつか

子ども・子
育て支援に
従事する者

茨木市私立幼稚園連合
会 城

シロ

谷
タニ

　星
セイ

事業主
又は事業主
の推薦する
者

日東電工株式会社 植木
ウエキ

　謙治
ケンジ

幸地学童保育課長

子ども・子
育て支援に
従事する者

子育てサロン関係者 下
シモ

田
ダ

平
イラ　　ケイコ

　敬子
瀧川保育幼稚園課参事

子ども・子
育て支援に
従事する者

児童養護施設　レバノ
ンホーム 栗本

クリモト

　一美
カズミ

子ども・子
育て支援に
従事する者

放課後子ども教室代表
者連絡会 更

サラ

屋
ヤ

　祥吾
ショウゴ

子ども・子
育て支援に
従事する者

茨木市民生委員児童委
員協議会 田中

タナカ

　和美
カズミ

子ども・子
育て支援に
従事する者

茨木市青少年指導員連
絡協議会 古賀

コガ

  ひでみ

■子育て支援施策に関して市民からの評価を反映する手法について(ワークショップ)

5人
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1班
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2班
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3班

社会的支援が必要
な子どもや家庭に
対する施策
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《班分け》


